
 

 

 

 

2023年 10月 27日 

各 位 

 

 

上場維持基準の適合に向けた計画書 

 

当社は、2023 年７月 31 日時点（以下「基準日」という。）において、東京証券取引所グロース市場に

おける上場維持基準を充たしていないことから、下記のとおり、上場維持基準の適合に向けた計画書を

作成いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 当社の上場維持基準の適合状況及び計画期間 

当社の基準日時点におけるグロース市場の上場維持基準への適合状況は、以下のとおりとなっており、

流通株式比率については基準を充たしておりません。当社は、流通株式比率に関しまして 2026年７月末

までに、上場維持基準に適合するために、次の通り各種取組を進めてまいります。 

 

 株主数 流通株式数 流通株式時価総額 流通株式比率 

当社の状況 

（2023年 7月 31日時点） 
699名 2,659単位 10.8億円 18.89％ 

上場維持基準 150名以上 1,000単位以上 5億円以上 25％以上 

計画書に記載の項目 ― ― ― 〇 

計画期間 ― ― ― 2026年７月末 

※当社の状況は、東京証券取引所が基準日時点で把握している当社の株券等の分布状況等をもとに算出

を行ったものです。 

※流通株式時価総額は、事業年度の末日等以前３か月間の日々の最終価格の平均値で算出しております。 

 

２． 上場維持基準の適合に向けた取組みの基本方針、課題及び取組内容 

（１） 基本方針 

  当社は、東京証券取引所グロース市場における上場維持基準のうち、「流通株式比率」が基準を満た

しておりませんので、グロース市場の「流通株式比率」の適合に向けて取り組んでまいります。また、

計画期間については、ゴーディアン・キャピタル・シンガポール・プライベート・リミテッドをはじ

めとした大株主に一部売却を促すことがすぐに対応できる最も効果的な方法だと考えており、スムー

ズにいけば半年後から 1 年後までに解消できると考えております。しかしながら、それが思うように

いかなかった場合、増資等の手法も取り入れていく必要があると考えており、そこからさらに 2 年程

度の期間を要する可能性があります。 

 

（２） 課題 

  当社の株主構成は、これまで代表取締役会長である澤田秀太を中心に当社役員等の安定株主で多く

が構成されておりましたが、グロース市場の上場維持基準である「流通株式比率」は 25％以上を保っ
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ておりました。そのような中、日本発着外国船クルーズの運航再開や新型コロナウイルス感染症の感

染症法の第５類感染症への変更等の外部環境の大幅な改善により、株価のダウンサイドリスクが低減

したと判断され、2023年５月 19日付「主要株主の異動に関するお知らせ」や 2023年 7月 11日付「そ

の他の関係会社の異動に関するお知らせ」で開示のとおり、ゴーディアン・キャピタル・シンガポー

ル・プライベート・リミテッドが新たに市場で買付して大株主となり、「流通株式比率」の低下につな

がったものと考えております。 

 

（３） 取組内容 

  当社は、流通株式比率の改善に向けて、多くの投資家の皆様が当社株式に投資いただけるように、

更なる業績の向上による売買の促進、ゴーディアン・キャピタル・シンガポール・プライベート・リ

ミテッド等大株主との１on1 ミーティングを通じての保有比率の調整の働きかけ、機関投資家向け・

個人投資家向けの IR活動の促進、当社役職員への新株予約権・ストックオプションの行使の働きかけ、

株式分割の検討などに取り組んでまいります。 

 

以上 


